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News Release 

 

ブラジルのさらなる事業基盤強化を目的としたMultilab 社の買収について 

 

当社は、Multilab Indústria e Comércio de Produtos Farmacêuticos Ltda.（本社：ブラジル リオ・グランデ・

ド・スル州、以下「Multilab 社」）を 500 百万ブラジルレアル（BRL）で買収することについて、日本時間 5

月 25 日、Multilab 社と合意しましたので、別紙の通りお知らせします。 

 

以上 

 

2012 年 5 月 25 日 [文書の引用文や注目すべき箇所の要

約を入力してください。テキスト ボ

ックスは文書のどの位置にも配置で

きます。抜粋用テキスト ボックスの

書式を変更するには、[テキスト ボッ

クス ツール] タブを使用します。] 
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News Release 
 

ブラジルのさらなる事業基盤強化を目的としたMultilab 社の買収について 

 

武田薬品工業株式会社（本社：大阪市中央区、以下「武田薬品」）と Multilab Indústria e Comércio de 

Produtos Farmacêuticos Ltda.（本社：ブラジル リオ・グランデ・ド・スル州、以下「Multilab 社」）は、日本時

間 5 月 25 日、Multilab 社を 500 百万ブラジルレアル（BRL）で買収することについて合意しましたのでお

知らせします。今後、武田薬品は必要な手続き等を経て、2012 年 9 月末までに Multilab 社の買収を完了

する見込みです。本買収により、Multilab 社は武田薬品の子会社である Takeda Farmacêutica Brasil 

Ltda.（本社：ブラジル サン・パウロ州、以下「武田ブラジル」）の 100％子会社となります。 

なお、武田ブラジルは Multilab 社の所有者に対して、今後、最大 40 百万 BRL のマイルストンを支払いま

す。その他の経済条件については開示しておりません。 

Multilab 社は、2011 年の売上高が 140 百万 BRL であるブラジルの中堅製薬企業です。同社はブランド

ジェネリックや OTC 製品等、ブラジル医薬品市場で需要の高いカテゴリーの製品を中心に取り扱ってお

り、2009 年以降、売上高は年 20％以上の伸長を示しています。 

武田薬品は、ブラジルに製造およびマーケティング機能を持ち、医療用医薬品に加えて、同国で繁用さ

れているNeosaldina®（鎮痛剤）、Esparema®（消化促進剤）、Nebacetin®（抗生物質）等のOTC製品を販売

しています。 

今回の買収により、武田薬品は、ブラジルでの医薬品売上高でトップ 10(*1)に入るとともに、高品質のブラ

ンドジェネリックおよび OTC 製品のラインアップ強化を通じて、中流階級層の増加に伴い多様化している

同国のニーズを満たすことが可能になります。特に Multilab 社の総合感冒薬 Multigrip®は、ブラジル

OTC 医薬品市場で売上高（数量ベース）ではトップ製品(*2)であり、武田薬品のブラジルにおける OTC 製

品のラインアップが一層充実されることになります。           ＜(*1)および(*2)の出典：IMS データ＞ 

また、Multilab 社は、ブラジル国内でも著しい経済成長を示している地方都市を地盤とする卸および中小

薬局チェーンを通じた販売・流通インフラに強みを持っており、大都市を地盤とする大規模卸や薬局チェ

ーンを中心とする武田薬品のブラジルの事業基盤との相互補完効果が期待されます。 

武田薬品のコーポレート・オフィサーでエマージングマーケットコマーシャルオペレーション責任者の

Jostein Davidsenは、「ブラジルは世界第6位で南米最大の経済規模を有する市場であり、当社が拡大を

目指している新興国事業の中でもロシア/CIS に次いで 2 番目に大きな売上規模となっています。

Multilab 社の買収により、売上シナジーを発揮してブラジル医薬品市場でのプレゼンスをさらに高めると

ともに、今後、高成長を続ける新興国事業の強化に取り組んでまいります」と述べています。 

2012 年 5 月 25 日 
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Multilab 社の Executive Director である Hilton Cavedon は、「武田グループの一員となることにより、当社

製品をより多くの患者さんにお届けできることを嬉しく思います」と述べています。 

なお、本買収により、2012 年 5 月 11 日に公表しました武田薬品の 2012 年度連結業績予想に変更はあ

りません。 

 

記 

 

1． 取得の方法および日程 

(1) 持分取得の実施者： Takeda Farmacêutica Brasil Ltda. 

(2) 持分取得の対象者： Multilab 社の所有者である Genesio Cervo 氏および Rejane Gobbi 氏 

(3) 持分の取得方法： 現金 

(4) 買収価額： 500 百万 BRL（マイルストンを除く） 

(5) 取得完了予定日： 2012 年 9 月末まで 

(6) 武田薬品のファイナンシャルアドバイザー： J.P. Morgan Securities LLC 

(7) 武田薬品のリーガルアドバイザー： Mattos Filho Veiga Filho Marrey Jr. e Quiroga Advogados 

(8) Multilab 社のファイナンシャルアドバイザー： BTG Pactual 

(9) Multilab 社のリーガルアドバイザー： Pinheiro Neto Advogados 

2． Multilab 社の概要 

(1) 名称： Multilab Indústria e Comércio de Produtos Farmacêuticos Ltda.  

(2) 所在地： São Jerônimo、リオ・グランデ・ド・スル州、ブラジル 

(3) 代表者の役職・氏名： Executive Director, Hilton Cavedon 

(4) 設立年： 1988 年 

(5) 資本金： 41,750 千 BRL 

(6) 従業員数： 約 650 名 

(7) 両社の関係： 武田薬品と Mulilab 社との間には、資本・人的・取引関係において記載すべき事項は

ない。 
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＜報道関係問い合わせ先＞ 

武田薬品工業株式会社 

コーポレート・コミュニケーション部（広報・IR） 

03-3278-2037 

 

Multilab 社 

Gustavo C. Veber  

Commercial Director  

+55 51 3230 4002 
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